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平成21年４月27日

各 位
会社名 株式会社紀陽ホールディングス

代表者名 取締役社長 片山博臣

（コード番号 8415 東証・大証第１部）

問合せ先 常務取締役グループ企画部長

米坂 享

（TEL 073 - 426 - 7133）

平成２１年３月期通期連結業績予想の修正及び
有価証券評価損並びに有価証券含み損に関するお知らせ

１．連結業績予想の修正

平成20年11月14日に公表しました平成21年３月期通期（平成20年４月１日～平成21年３

月31日）の連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせします。

（１）平成21年３月期通期の連結業績予想（平成20年４月１日～平成21年３月31日）

（単位：百万円）

経常収益 経常利益 当期純利益

前回発表予想 (A) 87,000 800 4,300

今回修正予想 (B) 87,700 △ 8,500 1,400

増減額 (B)－(A) 700 △ 9,300 △ 2,900

増減率 0.8％ － △ 67.4％

(ご参考)前期実績(平成20年3月期) 89,558 10,617 13,359

※当社単体の業績予想につきましては、変更はございません。

（単位：百万円）

紀陽ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ単体 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益（ ）

通 期 3,600 3,100 3,100 3,100

（２）連結業績予想の修正の理由

子会社である株式会社紀陽銀行において株式市況の悪化などにより有価証券減損処理

額が増加することなどに伴う、通期連結業績予想の修正です。株式会社紀陽銀行の業績

見込については、下記(4)をご覧ください。

（３）配当予想について

配当予想につきましては、平成20年11月14日に修正いたしましたとおり、普通株式

１株あたり３円を期末一括にてお支払いすることを予定しております。
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（４）株式会社紀陽銀行の単体業績見込

（単位：億円）

（ ）前 回 予 想 今 回 予 想 増減額 ご参考
(a) (b) (b)－(a) 前期実績

業務粗利益 ４７６ ４８４ ８ ５９１

資金利益 ５１６ ５２９ １３ ５１７

役務取引等利益 ６２ ５８ △４ ６７

その他業務利益 △１０２ △１０３ △１ ７

うち債券関係損益 △１００ △１０１ △１ ５

経 費 ３６０ ３６０ ０ ３６４

コア業務純益 ２１６ ２２５ ９ ２２１

臨時損益 △９４ △１９６ △１０２ △１００

うち不良債権処理損失 ６３ ９６ ３３ ９３

うち株式関係損益 △４０ △１１１ △７１ △２６

経常利益 ２２ △７２ △９４ １１７

特別損益 ９ ４８ ３９ △３３

うち償却債権取立益 １４ １４ ０ ２７

うち貸倒引当金戻入益 １ ３８ ３７ －

うち親会社株式売却損 － － － ５１

法人税 等 △２２ △５３ △３１ △５

当期純利益 ５３ ２９ △２４ ８８

与信コスト総額 ４８ ４３ △５ ７６

①コア業務純益

銀行における本業部分による利益を示すコア業務純益につきましては、預かり

資産関連商品の販売手数料が減少し役務取引等利益は前回予想を下回りますが、

中小企業向けを中心に貸出金の残高が増加しておりますことなどから資金利益が

順調に推移しております。

これらを受け、コア業務純益は、前回予想比９億円増加の２２５億円と、前期

実績も上回ることができると見込んでおります。

②有価証券関係損益

、 、世界的な金融市場の混乱により 有価証券の減損処理を行ったことなどにより

株式関係の損失は、前回予想を大きく上回ると見込んでおります。

③与信コスト

厳しい経済環境が続いているなかではありますが、与信コスト総額は前回予想

を下回り、前期比では３３億円の減少になると見込んでおります。

なお、金融再生法開示債権比率は前期末比△１．１％の３．９％台と見込んで

おります。
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④法人税等

前回予想時よりも更に有価証券関連の損失が増加することを主因として、繰延

税金資産の残高が増加するものと見込んでおります。

⑤自己資本比率

紀陽ホールディングス連結（第２基準）で１０．９％程度、紀陽銀行単体（国

内基準）で１０．４％程度となると見込んでおります。

２．有価証券評価損

当社の子会社である株式会社紀陽銀行において 「その他有価証券」に区分される保有、

有価証券のうち、時価が著しく下落し、その回復があると認められないものについて、

平成21年3月期第４四半期において減損処理による有価証券評価損を計上する必要が生じ

ましたので、お知らせいたします。

○平成21年3月期第4四半期における有価証券評価損（減損処理額）

紀陽銀行単体

（Ａ）平成21年3月期第4四半期会計期間（平成21年1月1日から
平成21年3月31日まで）の有価証券評価損（減損処理額） 8,160百万円
の総額（＝イ－ロ）

（イ）平成21年3月期（平成20年4月1日から平成21年3月31日
まで）の有価証券評価損（減損処理額）の総額 20,702百万円

（ロ）直前四半期（平成21年3月期第3四半期）累計期間（平
成20年4月1日から平成20年12月31日まで）の有価証券 12,541百万円
評価損（減損処理額）の総額

※ 四半期における有価証券の評価方法は、第１四半期から第３四半期までは洗替

え方式、第４四半期は切放し方式を採用しております。

※ 当社グループの決算期末は、３月31日であります。

※ 上記減損処理額（Ａ）のうち、国債等債券償却は2,090百万円、株式等償却は

6,070百万円であります。

※ 紀陽銀行単体のその他有価証券評価差額金は、△34,139百万円（速報値）です。

○連結純資産額・連結経常利益額・連結当期純利益額に対する割合

（Ｂ）平成20年３月期末の連結純資産額 146,049百万円

（Ａ／Ｂ×１００） 5.6％

（イ／Ｂ×１００） 14.2％

（Ｃ）平成20年３月期の連結経常利益額 10,617百万円

（Ａ／Ｃ×１００） 76.9％

（イ／Ｃ×１００） 195.0％

（Ｄ）平成20年３月期の連結当期純利益額 13,359百万円

（Ａ／Ｄ×１００） 61.1％

（イ／Ｄ×１００） 155.0％
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３．有価証券含み損（ 満期保有目的の債券」及び「関連会社株式 ）「 」

株式会社紀陽銀行が保有する有価証券（ 満期保有目的の債券」及び「関連会社株式」「

のうち、時価を合理的に算定できるもの）について、平成21年３月期末における含み損

を算出いたしました結果につき、お知らせいたします。

紀陽銀行単体

（Ａ）平成21年３月期末の有価証券含み損の総額
4,580百万円

（Ｂ）平成20年３月期の連結経常利益額 10,617百万円
（Ａ／Ｂ×１００） （ 43.1％）

（Ｃ）平成20年３月期の連結当期純利益額 13,359百万円
（Ａ／Ｃ×１００） （ 34.3％）

※ 「満期保有目的の債券」及び「関連会社株式」のうち、時価を合理的に算定

できるものの全てを対象としております。

※ 対象有価証券の帳簿価額 225,075百万円

時 価 220,845百万円

以 上

（注）本資料の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成し

たものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果

となる可能性があります。


